
 
明
星
大
学
所
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
』
絵
巻
の
図
様 

 

  

近
藤 

真
子 

   

は
じ
め
に 

 

『
北
野
通
夜
物
語
』
は
、
南
北
朝
の
争
乱
を
描
い
た
壮
大
な
軍
記
物
語
『
太
平

記
』
の
一
部
で
あ
る
。『
太
平
記
』
の
終
末
近
く
（
流
布
本
系
諸
本
巻
三
五
）、『
北

野
通
夜
物
語
』
は
現
実
の
争
乱
か
ら
離
れ
て
展
開
す
る
。
南
朝
の
勢
い
が
衰
え
た

頃
、
南
朝
に
伺
候
し
て
い
た
日
野
僧
正
頼
意
が
京
都
に
あ
る
北
野
天
満
宮
に
夜
通

し
の
参
詣
を
す
る
と
、
遁
世
者
、
殿
上
人
、
法
師
の
三
人
が
現
れ
て
争
乱
の
世
を

批
判
し
、
理
想
の
政
道
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
北
野
通
夜
物
語
』

は
『
太
平
記
』
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
独
立
し
て
享
受
さ
れ
、
絵
画
化
さ
れ
た
。

仮
名
草
子
、
絵
巻
が
確
認
さ
れ
て
い
る
１

。 

本
稿
は
、
明
星
大
学
所
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
』
絵
巻
（
以
下
、
明
星
本
と
記
す
）

の
調
査
結
果
に
基
き
、
各
段
の
図
様
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
明
星
本
の
特
徴

を
挙
げ
、
考
察
を
記
す
も
の
で
あ
る
。 

 
一 

明
星
本
の
概
要 

 
 

明
星
本
は
、
絹
本
著
色
、
天
地
約
三
十
九
糎
の
大
型
絵
巻
で
あ
る
２

。
二
巻
に

わ
た
り
、
鎌
倉
時
代
に
二
代
の
執
権
に
仕
え
た
と
い
う
廉
直
の
士
青
砥
左
衛
門
の

物
語
、
周
王
の
善
政
の
故
事
、
玄
宗
皇
帝
に
仕
え
、
命
を
賭
し
て
職
を
全
う
せ
ん

と
し
た
史
官
の
物
語
を
記
す
。 

 

明
星
本
の
詞
書
は
、『
太
平
記
』
流
布
本
系
諸
本
の
本
文
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
３

。 
 

明
星
本
に
奥
書
は
な
く
、
正
確
な
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
詞
書
と
『
太

平
記
』
流
布
本
系
諸
本
と
の
関
係
か
ら
、
江
戸
初
期
以
降
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

明
星
本
は
、
当
初
巻
名
表
示
が
な
い
ま
ま
上
下
巻
と
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
中
、

二
〇
〇
八
年
七
月
の
七
夕
古
書
大
入
札
会
に
出
品
さ
れ
た
『
北
野
通
夜
物
語
』
絵

巻
二
巻
４

を
研
究
グ
ル
ー
プ
複
数
人
で
実
物
を
目
視
し
、
こ
れ
が
、
詞
書
、
絵
と

も
に
同
一
筆
者
の
手
に
よ
る
、
明
星
本
に
先
行
す
る
二
巻
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ

め
て
高
く
、
僚
巻
で
あ
ろ
う
と
の
認
識
で
一
致
し
た
５

。
こ
の
僚
巻
題
箋
に
は
「
巻

一
、
巻
二
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
星
本
の
題
箋
に
は
同
じ
箇
所
か
ら
巻
名
を
切

り
取
っ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
・
四
題
箋
）
。

ま
た
、『
北
野
通
夜
物
語
』
本
文
の
構
成
を
考
え
る
と
、
明
星
本
に
続
く
巻
が
一
巻

か
ら
二
巻
存
在
す
る
可
能
性
も
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

明
星
本
を
含
む
本
作
品
の
全
体
像
は
、
五
巻
な
い
し
六
巻
本
で
あ
る
と
考
え
、
明

星
本
を
「
巻
三
、
四
」
と
位
置
づ
け
た
。
巻
三
は
詞
、
絵
と
も
に
六
段
、
巻
四
は

詞
、
絵
と
も
に
六
段
を
有
す
る
。 

 
明
星
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
本
作
品
が
大
型
絹
本
絵
巻
で
あ
る
点
で
あ
ろ
う
。

大
型
絹
本
絵
巻
の
伝
存
作
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
い
ず
れ
も
上
級
の
絵
師
に
よ

る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
明
星
本
は
江
戸
期
の
大
型
絹
本
絵
巻
の
作
例
と
し
て
希

少
で
あ
る
。 
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二 

梗
概 

  

明
星
大
学
本
の
梗
概
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

巻
三 

 

鎌
倉
時
代
、二
代
の
執
権
に
仕
え
た
廉
直
の
士
青
砥
左
衛
門
の
物
語
。
あ
る
時
、

得
宗
領
で
、
在
地
の
公
文
と
執
権
北
条
氏
が
訴
訟
沙
汰
に
な
っ
た
。
青
砥
左
衛
門

は
、
道
理
を
も
っ
て
公
文
の
勝
訴
と
し
た
。
公
文
は
、
銭
三
百
貫
の
俵
を
青
砥
左

衛
門
に
贈
る
が
、
青
砥
左
衛
門
は
「
訴
訟
の
道
理
を
申
し
た
の
は
、
北
条
殿
を
思

う
故
で
あ
る
。
公
文
の
肩
を
持
つ
の
で
は
な
い
」
と
怒
り
、
銭
を
送
り
返
し
た
。

ま
た
あ
る
日
、
青
砥
左
衛
門
は
銭
十
文
を
滑
川
に
落
と
し
た
が
、
銭
五
十
文
を
費

や
し
て
捜
し
出
し
た
。「
十
文
を
失
え
ば
十
文
の
損
だ
が
、
五
十
文
で
松
明
を
買
え

ば
商
人
の
得
と
な
り
、
十
文
は
手
元
に
戻
る
。
六
十
文
の
得
で
あ
る
」
と
い
う
論

理
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
私
心
の
な
さ
が
神
意
に
か
な
っ
た
の
か
、
執
権
北
条
氏

の
夢
枕
に
衣
冠
正
し
い
翁
が
立
ち
、
青
砥
左
衛
門
を
重
用
す
る
よ
う
告
げ
る
。
執

権
は
さ
っ
そ
く
青
砥
左
衛
門
に
所
領
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
を
夢
告
で
あ

る
と
知
っ
た
青
砥
左
衛
門
は
、
嘆
か
わ
し
く
思
い
、
断
る
。
治
世
の
整
っ
て
い
た

時
代
に
は
、
政
道
の
乱
れ
を
厳
に
戒
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
は
違
う
。
た
っ

た
一
匹
の
ま
と
も
な
顔
を
し
た
猿
が
、
九
匹
の
鼻
欠
け
猿
に
の
け
者
に
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
だ
。 

 

巻
四 

 

古
代
中
国
、
周
王
善
政
の
故
事
。
あ
る
時
、
隣
国
の
異
民
族
が
攻
め
込
ん
で
き

た
。
周
王
は
、
礼
を
も
っ
て
接
し
た
が
、
敵
は
国
を
去
ら
な
け
れ
ば
攻
め
る
と
脅

す
。
周
王
は
戦
い
を
望
ま
ず
、
岐
山
の
麓
へ
逃
れ
た
。
人
民
も
王
を
慕
っ
て
移
り

住
ん
だ
。
民
を
失
っ
た
異
民
族
の
国
は
自
然
に
滅
び
、
周
王
の
子
孫
は
天
下
を
取

っ
た
。 

 

時
代
は
変
わ
っ
て
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
故
事
。
玄
宗
は
、
部
下
に
命
じ
て
兄
の
寧

王
に
嫁
ぐ
楊
貴
妃
を
簒
奪
す
る
。
皇
帝
の
傍
ら
に
は
「
大
史
」
と
い
う
役
人
が
い

て
、
皇
帝
の
行
い
を
善
悪
に
関
わ
ら
ず
記
録
す
る
。
玄
宗
は
、
兄
嫁
略
奪
が
史
書

に
残
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
怒
り
に
駆
ら
れ
て
大
史
を
斬
首
し
、
記
録
を
破
り
捨

て
た
。
次
の
大
史
は
車
裂
き
に
さ
れ
る
。
三
人
目
の
大
史
は
処
刑
を
恐
れ
ず
記
録

を
残
す
べ
き
、
と
記
し
た
。
玄
宗
は
自
ら
の
非
を
恥
じ
、
彼
に
大
禄
を
与
え
た
。 

 

三 

各
段
の
図
様 

  

以
下
に
明
星
本
の
各
段
の
図
様
を
通
覧
す
る
。 

 

巻
三 

第
一
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
一
） 

 

青
砥
左
衛
門
に
よ
る
公
正
な
評
定
の
逸
話
。
ま
ず
、
全
段
の
前
三
分
の
一
程
に

邸
前
の
光
景
が
描
か
れ
る
。 

 

馬
廻
り
の
下
人
が
、
落
ち
着
か
な
い
馬
を
な
だ
め
、
馬
の
ま
わ
り
に
白
い
狩
衣

を
着
た
従
者
た
ち
が
座
す
図
様
は
、
多
く
の
絵
巻
物
で
門
前
を
表
す
常
套
表
現
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
さ
ら
に
邸
内
を
伺
う
何
人
か
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

狩
衣
姿
の
供
の
者
に
話
し
か
け
る
男
、 

邸
内
を
指
差
し
な
が
ら
仲
間
と
何
や
ら
声

高
に
話
す
男
な
ど
、
表
情
も
身
振
り
も
い
き
い
き
と
、
邸
内
で
行
な
わ
れ
て
い
る

評
定
の
、
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
を
伝
え
る
。  

 

続
い
て
土
塀
を
も
っ
て
左
下
が
り
に
区
切
り
、
邸
内
で
行
わ
れ
て
い
る
評
定
の

場
面
を
描
く
。
得
宗
領
、
す
な
わ
ち
執
権
北
条
氏
の
領
地
で
、
在
地
の
公
文
と
、

執
権
北
条
氏
が
訴
訟
沙
汰
に
な
っ
た
。
ほ
か
の
者
は
、
執
権
北
条
氏
に
遠
慮
を
し
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て
、
公
文
を
敗
訴
と
し
よ
う
と
し
た
が
、
青
砥
左
衛
門
は
、
臆
せ
ず
、
道
理
を
も

っ
て
公
文
の
勝
訴
と
し
た
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。  

 
左
側
、
建
物
の
中
央
で
青
砥
佐
衛
門
が
座
す
。
そ
の
正
面
に
訴
状
を
読
み
上
げ

る
男
、
そ
の
右
横
で
両
脇
を
付
き
添
わ
れ
て
か
し
こ
ま
る
粗
末
な
身
な
り
の
男
が

公
文
で
あ
ろ
う
。
丸
顔
で
正
面
観
に
近
い
。 

 

邸
内
に
い
る
人
物
は
幕
府
の
御
家
人
ら
し
く
、
堂
々
と
し
た
様
子
で
あ
り
着
衣

の
文
様
も
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
。面
貌
、表
情
も
細
か
く
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

建
築
物
は
屋
根
で
覆
わ
れ
、
吹
抜
屋
台
で
は
な
い
。
一
辺
を
絵
巻
の
底
辺
、
一

辺
を
土
塀
と
ほ
ぼ
平
行
に
描
き
、
安
定
し
た
構
図
で
あ
る
。 

 

第
二
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
二
） 

 

公
文
は
、
そ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
思
っ
た
の
か
、
青
砥
佐
衛
門
の
邸
の
裏
山
か

ら
、
銭
三
百
貫
の
銭
俵
を
投
げ
込
む
。 

し
か
し
、
青
砥
左
衛
門
は
、
金
を
贈
ら
れ

た
こ
と
に
か
え
っ
て
激
怒
す
る
。  

 

右
側
に
青
砥
左
衛
門
の
邸
が
描
か
れ
る
。
建
物
と
土
塀
が
描
か
れ
、
塀
の
内
側

に
銭
俵
が
描
か
れ
る
。 

 

邸
の
縁
に
怒
り
を
露
わ
に
し
て
立
つ
青
砥
佐
衛
門
。
青
砥
左
衛
門
は
、 

沙
汰
の
理
非
を
申
し
つ
る
は
、
相
模
殿
を
思
ひ
奉
る
故
な
り
。
全
く
地
下
の

公
文
を
引
く
に
あ
ら
ず
。
も
し
引
出
物
を
取
る
べ
く
は
、
上
の
御
悪
名
を
申

し
留
め
ぬ
れ
ば
、
相
模
守
よ
り
こ
そ
悦
び
を
ば
し
給
ふ
べ
け
れ
。
沙
汰
に
勝

ち
た
る
公
文
が
引
出
物
を
す
べ
き
や
う
な
し
６  

と
言
い
放
つ
。  

 

こ
の
場
面
に
描
か
れ
る
青
砥
佐
衛
門
の
装
束
は
、
巻
三
に
先
立
つ
本
文
を
反
映

し
て
い
る
。（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
二
部
分
）
。
す
な
わ
ち
、

青
砥
左
衛
門
の
人
と
な
り
は
、  

数
十
箇
所
の
所
領
を
知
行
し
て
、
財
宝
豊
か
な
り
け
れ
ど
も  

衣
装
に
は
細
布
の
直
垂
、
布
の
大
口
、
飯
の
菜
に
は
焼
き
た
る
塩
、
干
し
た

る
魚
一
つ
よ
り
外
は
せ
ざ
り
け
り
。
７ 

（
傍
線
稿
者
） 

で
あ
る
。
細
布
は
、
麻
糸
を
用
い
た
粗
い
織
の
布
、
布
の
大
口
は
、
麻
、
葛
な
ど

の
糸
で
織
っ
た
布
地
で
作
っ
た
す
そ
の
広
い
袴
の
こ
と
で
、
記
述
の
と
お
り
、
家

紋
の
抱
き
冥
加
以
外
は
茶
色
の
無
地
、
袴
は
ジ
グ
ザ
グ
に
描
か
れ
、
皺
の
よ
り
や

す
い
布
を
表
す
。
こ
の
青
砥
左
衛
門
の
装
束
は
、
ほ
か
の
登
場
人
物
た
ち
の
華
や

か
な
衣
装
と
は
対
照
的
で
あ
る
。 

 

青
砥
佐
衛
門
は
受
け
取
る
必
要
の
な
い
銭
俵
を
、
遠
い
田
舎
ま
で
送
り
返
す
。 

塀
外
に
は
、
銭
俵
を
担
ぐ
人
足
と
青
砥
左
衛
門
の
家
臣
が
描
か
れ
る
。
一
名
、
上

半
身
を
裸
に
し
た
、
ひ
と
き
わ
色
黒
の
男
が
正
面
観
で
描
か
れ
て
い
る
。 

 

第
三
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
三
） 

 

あ
る
時
、
青
砥
佐
衛
門
が
夜
出
仕
し
、
銭
十
文
を
滑
川
に
落
と
し
て
し
ま
う
。

青
砥
佐
衛
門
は
銭
五
十
文
で
松
明
を
購
入
し
、
捜
し
出
し
た
。 

 

一
段
に
滑
川
に
お
け
る
川
浚
い
の
光
景
が
描
か
れ
る
。
右
か
ら
走
っ
て
来
る
家

臣
に
対
し
て
青
砥
佐
衛
門
は
左
側
の
川
辺
に
立
つ
。
S
字
型
の
川
の
中
で
は
松
明

を
か
ざ
し
て
銭
を
探
す
男
達
が
描
か
れ
る
。
両
手
を
川
に
入
れ
た
男
二
名
の
面
貌

は
、
第
一
段
に
お
け
る
公
文
、
第
二
段
に
お
け
る
銭
俵
を
担
う
半
裸
の
男
に
似
た

丸
顔
の
正
面
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。  

 

第
四
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
四
） 

 

青
砥
佐
衛
門
の
私
心
の
な
い
行
動
が
神
意
に
か
な
っ
た
の
か
、
あ
る
夜
鶴
岡
八

幡
宮
に
参
籠
し
た
執
権
北
条
氏
の
夢
枕
に
衣
冠
正
し
い
翁
が
立
つ
。  

長
い
画
面
の
右
に
は
、
門
前
に
待
つ
従
者
と
馬
、
塀
を
隔
て
た
境
内
の
松
の
根

元
に
従
者
が
描
か
れ
る
。
本
殿
に
は
、
白
い
衣
冠
束
帯
姿
の
老
翁
、
向
か
い
に
座

し
、
居
眠
り
を
す
る
後
姿
に
北
条
家
の
家
紋
「
三
鱗
」
が
あ
り
、
執
権
北
条
氏
と

-56-



わ
か
る
。
本
殿
の
縁
に
も
従
者
が
描
か
れ
る
。
供
の
者
は
皆
眠
り
、
未
明
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。 

 

第
五
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
五
） 

 

執
権
北
条
氏
は
、
さ
っ
そ
く
青
砥
左
衛
門
に
近
国
の
大
き
な
荘
園
八
ヵ
所
の
補

任
状
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
青
砥
は
こ
れ
を
嘆
か
わ
し
く
思
っ
て
断
る
。 

 

所
領
を
与
え
よ
う
と
す
る
執
権
北
条
氏
と
、
そ
れ
が
夢
の
お
告
げ
の
せ
い
と
知

り
、
断
っ
て
諌
め
る
青
砥
佐
衛
門
が
描
か
れ
る
。
一
段
の
中
央
を
、
塀
と
邸
の
縁

で
幾
何
学
的
に
仕
切
る
。
左
側
の
邸
内
に
執
権
北
条
氏
と
青
砥
左
衛
門
が
対
面
す

る
。
二
人
の
間
に
補
任
状
と
思
わ
れ
る
書
状
が
置
か
れ
る
。
そ
の
左
に
描
か
れ
る

華
や
か
な
装
束
の
侍
衆
は
御
家
人
で
あ
ろ
う
。
右
側
の
邸
外
に
は
従
者
数
名
が
小

さ
く
描
か
れ
る
。  

 

第
六
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
三
絵
六
） 

 

場
面
は
突
然
、
猿
の
群
に
変
わ
る
。
こ
れ
は
、
今
昔
物
語
に
も
あ
る
説
話
８

で
、 

治
世
の
整
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
政
道
の
乱
れ
を
厳
に
戒
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

今
は
違
う
。
た
っ
た
一
匹
の
ま
と
も
な
顔
を
し
た
猿
が
、
九
匹
の
鼻
欠
け
猿
に
の

け
者
に
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。 

 

画
面
右
に
は
、
一
本
の
木
の
周
囲
に
群
れ
る
九
匹
の
猿
、
左
に
は
群
と
距
離
を

置
く
一
匹
の
猿
が
描
か
れ
て
い
る
。
猿
は
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
勢
、
表
情
が
描
き
分
け

ら
れ
て
い
る
。
遠
景
に
は
山
々
、
近
景
に
樹
木
、
岩
が
描
か
れ
る
。
岩
に
苔
は
描

か
れ
る
が
、
峻
は
描
か
れ
て
い
な
い
。 

 

巻
四 

第
一
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
一
） 

 

古
代
中
国
、
周
王
が
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
善
政
の
物
語
。  

 

周
は
豳
と
い
う
場
所
に
住
ん
で
い
た
。 

あ
る
時
、
隣
国
の
異
民
族
が
攻
め
込
ん

で
き
た
の
で
、
周
王
は
、
牛
馬
や
宝
物
を
贈
り
、
礼
を
も
っ
て
接
し
た
が
、
敵
は

国
を
去
ら
な
け
れ
ば
攻
め
る
と
脅
す
。 

 

左
方
に
宮
殿
に
座
す
周
王
が
描
か
れ
る
。
周
王
の
前
で
遠
方
を
指
差
し
、
状
況

を
報
告
す
る
か
の
よ
う
な
人
物
、
右
方
の
前
庭
に
集
ま
る
民
衆
が
描
か
れ
る
。
宮

殿
は
帳
、
塼
、
壁
面
が
装
飾
さ
れ
る
。
異
国
を
表
す
常
套
表
現
で
は
あ
る
が
、
描

写
は
細
緻
で
、
随
所
に
ぼ
か
し
の
技
法
が
施
さ
れ
、
絵
師
が
絹
本
の
技
法
に
精
通

し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
右
方
の
岩
に
は
峻
が
用
い
ら
れ
、
宮
殿
手
前

の
棕
櫚
の
木
と
共
に
、
巻
三
と
明
確
に
異
な
る
場
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
人
物

は
面
貌
、
着
衣
と
も
に
ほ
と
ん
ど
肥
痩
の
な
い
線
で
描
か
れ
て
い
る
。 

 

第
二
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
二
） 

 

周
王
は
戦
い
を
望
ま
ず
、
岐
山
の
麓
へ
逃
れ
る
。
人
民
も
王
を
慕
っ
て
移
り
住

ん
だ
の
で
、
民
を
失
っ
た
異
民
族
の
国
は
自
然
に
滅
び
、
周
王
の
子
孫
は
天
下
を

取
っ
た
。  

 

右
に
移
住
す
る
民
衆
、
左
に
岐
山
の
麓
に
落
ち
着
い
た
周
王
と
家
臣
を
描
く
。

右
方
前
景
の
土
披
に
峻
は
描
か
れ
ず
、
な
だ
ら
か
で
あ
る
。
底
部
に
金
泥
で
ハ
イ

ラ
イ
ト
が
掃
か
れ
て
い
る
。
旅
を
す
る
民
衆
は
老
若
男
女
が
描
き
分
け
ら
れ
、
絵

師
の
高
度
な
中
国
人
物
画
学
習
が
想
定
で
き
る
。 

 

左
方
の
建
築
物
は
異
国
風
だ
が
宮
殿
と
は
異
な
り
、
移
住
し
た
ば
か
り
の
仮
住

ま
い
を
示
す
。
左
方
中
景
と
前
景
で
は
土
披
の
描
法
が
異
な
る
。  

 
第
三
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
三
） 

 

時
代
は
変
わ
り
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。  

 

玄
宗
は
、
部
下
の
高
力
士
に
命
じ
て
兄
の
寧
王
に
嫁
ぐ
楊
貴
妃
を
簒
奪
す
る
。  

 

約
一
一
二
糎
の
長
い
一
段
の
右
方
に
楊
貴
妃
の
乗
る
馬
車
と
従
者
の
一
団
、
左
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方
に
高
力
士
の
率
い
る
軍
勢
が
向
か
い
合
っ
て
描
か
れ
る
。  

 
楊
貴
妃
の
乗
る
馬
車
に
は
、
竜
と
雲
、
唐
獅
子
に
牡
丹
、
鳳
凰
な
ど
唐
風
の
文

様
が
細
密
に
描
か
れ
る
が
、
色
彩
は
柔
ら
か
く
、
ぼ
か
し
や
点
描
を
用
い
て
優
雅

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

帳
に
は
白
地
に
金
泥
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
一
方
、
そ
れ

に
襲
い
か
か
る
高
力
士
の
軍
勢
は
、
細
密
な
着
衣
描
写
は
同
様
で
あ
る
が
強
い
色

調
が
用
い
ら
れ
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
槍
、
旗
、
弓
な
ど
の
線
を

放
射
状
に
徐
々
に
楊
貴
妃
の
一
団
に
向
け
、
方
向
性
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
軍

勢
を
絵
巻
の
流
れ
に
逆
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
演
出
に
も
成
功
し
て

い
る
。 

 

第
四
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
四
） 

皇
帝
の
傍
ら
に
は
「
大
史
」
と
い
う
役
人
が
い
て
、
皇
帝
の
行
い
を
善
悪
に
関

わ
ら
ず
記
録
す
る
。
建
物
内
に
八
名
の
大
史
が
座
す
。
左
奥
に
水
墨
の
山
水
障
壁

画
が
描
か
れ
る
。  

 

第
五
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
五
） 

 

玄
宗
は
、
兄
嫁
簒
奪
が
史
書
に
残
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
怒
り
に
駆
ら
れ
て
記

録
を
破
り
捨
て
、
大
史
を
斬
首
し
て
し
ま
う
。  

 

一
段
の
中
央
を
す
や
り
霞
と
芭
蕉
の
木
で
隔
て
、
右
方
に
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃

の
宮
殿
、
左
方
に
大
史
処
刑
の
場
面
を
描
く
。  

 

宮
殿
内
に
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
が
座
す
。
二
人
の
足
元
に
は
破
り
捨
て
た
史
書

が
散
ら
ば
る
陰
惨
な
場
面
の
は
ず
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に
傾
国
の
美
女
の
住
ま
う

宮
殿
だ
け
あ
っ
て
、
柱
、
壁
面
、
帳
な
ど
の
装
飾
が
優
美
に
描
か
れ
る
。
帳
は
白

地
に
金
泥
で
牡
丹
唐
草
が
描
か
れ
、
淡
桃
色
の
ぼ
か
し
が
施
さ
れ
る
。
巻
四
第
一

段
に
描
か
れ
た
周
王
の
宮
殿
の
重
厚
さ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。  

 

左
方
に
大
史
処
刑
の
場
面
。
一
部
先
端
を
丸
め
た
す
や
り
霞
で
厚
く
周
囲
を
囲

い
、
宮
殿
と
は
異
空
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
白
い
服
を
着
せ
ら
れ
、
ひ
ざ
ま
ず

く
大
史
と
刑
吏
が
描
か
れ
る
。 

 

第
六
段
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物
語
』
巻
四
絵
六
） 

 

次
の
大
史
も
同
様
の
記
録
を
残
し
た
た
め
、
車
裂
き
に
さ
れ
る
。
三
人
目
の
大

史
は
史
書
に
、
大
史
た
る
も
の
処
刑
を
恐
れ
ず
記
録
を
残
す
べ
き
で
あ
る
、
と
記

し
た
。
玄
宗
は
、
そ
れ
を
見
て
自
ら
の
非
を
恥
じ
、
彼
に
大
禄
を
与
え
た
。  

 

二
人
目
の
大
史
が
処
刑
さ
れ
る
場
面
を
描
く
。
建
物
や
背
景
の
な
い
場
の
、
ほ

ぼ
中
央
に
白
い
服
を
着
せ
ら
れ
た
大
史
、
傍
ら
に
暴
れ
る
牛
を
車
に
つ
け
よ
う
と

し
て
、
牛
飼
い
が
鞭
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
周
囲
に
刑
吏
と
見
物
の
群
衆
が
描
か
れ

る
。
群
衆
中
、
横
顔
の
僧
、
杖
を
も
っ
た
老
人
や
、
遊
び
ま
わ
る
子
供
た
ち
は
、

漢
画
系
人
物
画
を
想
起
さ
せ
る
。 

  
 
 

四 

考
察 

  

以
上
、
明
星
本
の
図
様
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
明
星
本
の
図
様
の
特
徴
を

次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。 

ま
ず
、
そ
の
構
図
は
一
貫
し
て
中
景
を
保
ち
、
極
め
て
安
定
し
て
い
る
。
事
物

か
ら
常
に
一
定
の
距
離
を
置
く
、
叙
事
的
な
描
法
と
い
え
よ
う
。
建
築
物
は
、
必

ず
そ
の
一
辺
を
絵
巻
の
底
辺
に
平
行
を
保
っ
て
描
か
れ
る
（
文
末
参
考
図
版 

１
）
。

建
築
物
の
描
写
に
歪
み
や
破
綻
は
な
い
。 

賦
彩
は
、
明
る
い
色
調
で
細
密
で
あ
る
が
、
厚
塗
り
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

巻
四
絵
三
に
お
け
る
楊
貴
妃
の
乗
る
馬
車
の
装
飾
（
カ
ラ
ー
図
版
『
北
野
通
夜
物

語
』
巻
四
絵
三
部
分
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
中
間
色
の
ぼ
か
し
が
特
徴
的
で
あ

る
。
ぼ
か
し
の
技
法
は
、
絹
本
の
扱
い
に
習
熟
し
た
絵
師
に
よ
る
制
作
で
あ
ろ
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
金
箔
は
使
用
さ
れ
ず
、
金
泥
で
各
所
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
施
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さ
れ
て
い
る
、 

 
背
景
は
多
く
を
描
き
込
ま
ず
、
建
築
、
植
物
、
岩
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
で
場
を
設

定
す
る
。
例
え
ば
、
樹
木
は
巻
三
に
お
い
て
は
、
松
（
文
末
参
考
図
版 

２
）、
杉

木
立
（
文
末
参
考
図
版 

３
）
な
ど
で
あ
る
が
、
巻
四
で
は
、
棕
櫚
（
文
末
参
考
図

版 

４
）
や
芭
蕉
（
文
末
参
考
図
版 

５
）
な
ど
に
変
わ
り
、
異
国
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
示
す
。
し
か
し
土
坡
に
つ
い
て
は
、
巻
四
に
岩
に
峻
が
描
か
れ
る
（
文
末

参
考
図
版 

６
）
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
山
は
な
だ
ら
か
（
文
末
参
考
図
版 

７
）

で
あ
る
。 

 

人
物
は
、
自
然
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
て
い
る
。
描
線
の
肥
痩
は
少
な

い
。
面
貌
、
着
衣
と
も
に
丁
寧
細
緻
に
描
か
れ
る
。
面
貌
表
現
に
お
い
て
は
、
正

面
観
の
多
用
が
顕
著
で
あ
る
。
巻
三
絵
二
の
銭
俵
を
担
う
男
（
文
末
参
考
図
版 

８
）、

巻
三
絵
一
の
評
定
の
場
に
か
し
こ
ま
る
公
文
（
文
末
参
考
図
版 

９
）、
巻
三
絵
三

の
川
浚
い
を
す
る
男
（
文
末
参
考
図
版
10
）
の
よ
う
な
丸
鼻
丸
顔
で
額
が
大
き
く

後
退
し
た
面
貌
は
、
明
星
本
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
正
面
観
の
面
貌
表
現

は
、
武
士
、
中
国
女
性
、
中
国
の
役
人
な
ど
随
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
四
絵

三
に
お
け
る
移
動
す
る
周
の
民
衆
（
文
末
参
考
図
版
11
・
12
）
、
巻
四
絵
六
の
群

衆
中
、
横
顔
の
僧
、
杖
を
も
っ
た
老
人
（
文
末
参
考
図
版
13
）
や
子
供
た
ち
（
文

末
参
考
図
版 

14
）
は
、
中
国
人
物
画
を
想
起
さ
せ
る
。 

 

す
や
り
霞
は
灰
青
色
で
、
際
に
胡
粉
と
細
い
輪
郭
線
が
引
か
れ
る
。
ま
た
、
随

所
に
薄
く
金
泥
が
掃
か
れ
て
い
る
。
形
状
の
多
く
は
直
線
的
だ
が
、
波
打
つ
よ
う

な
描
き
方
も
さ
れ
る
。
端
は
先
細
り
に
括
る
も
の
と
、
情
景
に
ぼ
か
す
も
の
が
混

在
す
る
。 

 

巻
四
絵
六
に
お
い
て
は
、
右
方
に
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
座
す
宮
殿
、
左
方
に
大
史

処
刑
の
場
が
描
か
れ
る
長
い
一
段
の
中
央
を
、
す
や
り
霞
を
何
層
に
も
重
ね
て
区

切
る
（
文
末
参
考
図
版 

15
・
16
）
。
大
史
処
刑
の
下
方
に
は
、
先
端
を
丸
め
た
特

異
な
形
状
の
す
や
り
霞
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
す
や
り
霞
の
描
法
、
用

法
は
、
室
町
時
代
後
期
の
復
古
隆
兼
様
式
に
も
通
じ
、
絵
師
の
古
画
学
習
を
想
起

さ
せ
る
。 

 

明
星
本
の
料
紙
下
絵
は
、
各
段
の
画
面
全
体
に
藤
、
葛
、
蔦
、
鉄
線
、
瓜
、
朝

顔
な
ど
の
蔓
性
の
植
物
が
、
金
泥
で
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
花
や
実
に
は
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
藍
や
薄
紅
色
の
淡
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
藤
の
花
房
、
蔦
の
実
、
鉄

線
や
朝
顔
の
花
の
量
感
と
、
伸
び
や
か
に
配
さ
れ
た
蔓
の
曲
線
が
調
和
す
る
構
図

は
、
単
な
る
意
匠
を
超
え
て
、
淡
彩
画
と
し
て
も
鑑
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

結
語 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
明
星
本
の
図
様
は
、
一
見
し
て
上
質
で
あ
り
、
構
図
感
覚
に
す

ぐ
れ
、
絹
本
の
技
法
に
習
熟
し
、
絵
巻
を
含
む
古
画
お
よ
び
、
中
国
人
物
画
を
学

習
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
絵
師
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
、
こ
れ
ら
の

要
素
を
総
合
し
て
会
得
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
幕
府
御
用
、
あ
る
い
は
宮
廷

絵
所
絵
師
に
匹
敵
す
る
技
量
の
絵
師
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
す
る
。 

 

さ
ら
に
、
大
型
絹
本
絵
巻
と
し
て
の
希
少
性
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
明
星
本
の

注
文
主
は
、
相
当
に
身
分
が
高
く
富
裕
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
、
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
「
嫁
入
本
」
の
枠
を
超
え
た
制
作
意
図
も
う
か
が
え
る
。
先
に
述

べ
た
と
お
り
『
北
野
通
夜
物
語
』
に
は
絵
巻
、
絵
入
版
本
が
伝
存
す
る
９

。
明
星

本
の
存
在
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
北
野
通
夜
物
語
』
享
受
の
一
側
面
を
示
し
、

こ
れ
ま
で
の
『
北
野
通
夜
物
語
』
研
究
に
新
た
な
展
開
を
促
す
も
の
と
い
え
よ
う
。 

 
 

                                        

         

 
［
註
］ 

１ 
 

稿
者
が
確
認
し
た
『
北
野
通
夜
物
語
』
の
絵
巻
、
絵
入
り
版
本
の
伝
本
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

・
中
京
大
学
図
書
館
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
下
』
絵
巻 
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・
神
宮
文
庫
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
』
寛
文
九
年
刊
絵
入
版
本
全
一
冊 

ま
た
、『
太
平
記
』
全
編
の
絵
巻
・
絵
入
本
の
一
部
と
し
て
『
北
野
通
夜
物
語
』
が
絵
画
化
さ
れ
た
例
と

し
て
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
他
蔵
『
太
平
記
絵
巻
お
よ
び
関
連
絵
巻
』
、
熊
本
大
学
付
属
図

書
館
永
青
文
庫
蔵
『
絵
入
太
平
記
八
三
冊
本
』
（
稿
者
未
見
）
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

２ 
 

明
星
本
の
法
量
は
、
101
頁
、
書
誌
・
法
量
デ
ー
タ
『
北
野
通
夜
物
語
』
の
表
に
記
し
た
。 

３ 
 

柴
田
雅
生
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。 

４ 

「
二
〇
八
三 

絵
巻
北
野
通
夜
物
語
（
太
平
記
）
二
巻 

寛
文
延
宝
頃
写 

絹
本
」
『 

平
成
二
〇
年
明

治
古
典
会
七
夕
古
書
大
入
札
会
目
録
』
二
四
一
、
三
五
〇
頁
及
び
、『
伝
存
太
平
記
総
覧
』
長
坂
成
行
（
大

洋
社
二
〇
〇
八
年
） 

５ 
 

目
視
に
よ
り
確
認
し
た
『
北
野
通
夜
物
語
』
は
、
絹
本
著
色
、
幅
約
四
〇
糎
。
題
箋
の
「
北
野
通
夜
物

語
」
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
一
」
、「
巻
二
」
と
記
さ
れ
る
。
巻
一
、
巻
二
と
も
に
詞
、
絵
各
五
段
を
有
す

る
。 

６ 
 

翻
刻
お
よ
び
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
は
、
柴
田
雅
生
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
世
界
―
武
士
の
物
語
絵
巻

を
よ
む
―
』
（http://ehon-em

aki.m
eisei-u.ac.jp/

）
に
よ
る
。  

７ 

『
太
平
記
巻
三
十
五
「
北
野
通
夜
物
語
付
青
砥
左
衛
門
事
」』（
岩
波
古
典
文
学
大
系
三
六
）
一
九
六
三
年 

８

『
今
昔
物
語
巻
五
、
舎
衛
国
鼻
欠
猿
供
養
帝
釈
語
第
廿
三
』（
岩
波
古
典
文
学
大
系
二
二
）
一
九
五
九
年
に

見
え
る
逸
話
。
た
だ
し
、
九
の
鼻
欠
猿
で
な
く
、
九
百
九
十
九
の
鼻
欠
猿
と
な
っ
て
い
る
。 

９ 

『
北
野
通
夜
物
語
』
伝
本
の
う
ち
、
中
京
大
学
図
書
館
所
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
下
』
絵
巻
）
（
以
下
、
中

京
大
学
本
と
記
す
）
と
、
神
宮
文
庫
蔵
『
北
野
通
夜
物
語
』（
以
下
、
神
宮
文
庫
本
と
記
す
）
に
つ
い
て
、

気
づ
い
た
点
を
記
す
。 

中
京
大
学
本
は
、
明
星
本
以
外
に
唯
一
絵
巻
と
し
て
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
稿
者
未
調
査
。
柴
田

雅
生
氏
撮
影
の
写
真
資
料
及
び
、「
『
北
野
通
夜
物
語
下
』
略
解
題
・
翻
刻
」
長
谷
川
端
、
黒
田
佳
世
『
太

平
記
と
そ
の
周
辺
』
六
〇
三
～
六
二
五
頁 

長
谷
川
端
編 

新
典
社
研
究
叢
書
七
一
（
一
九
九
四
年
）
に

よ
る
）
。
紙
本
著
色
、
二
巻
本
の
う
ち
の
下
巻
で
あ
る
。
紙
高
三
二
．
五
糎
長
さ
一
七
一
六
糎
の
大
型
絵

巻
、
七
図
を
有
す
。
詞
書
は
『
太
平
記
』
流
布
本
系
諸
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
制
作
年
代
及
び
作
者
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
寛
文
頃
の
作
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
玄
宗

が
楊
貴
妃
を
簒
奪
す
る
場
面
と
、
玄
宗
が
史
官
の
記
録
を
読
ん
で
怒
る
場
面
が
、
明
星
本
の
巻
四
絵
三
お

                                        
 

よ
び
巻
四
絵
四
、
五
に
対
応
す
る
。 

玄
宗
が
楊
貴
妃
を
簒
奪
す
る
場
面
で
は
、
明
星
本
が
、
楊
貴
妃
の
一
行
に
向
か
う
軍
勢
（
文
末
参
考
図

版
17
）
を
描
く
の
に
対
し
、
中
京
大
学
本
で
は
、
楊
貴
妃
の
乗
る
馬
車
の
後
方
か
ら
迫
る
軍
勢
が
描
か

れ
る
（
文
末
参
考
図
版
18
）
。
ま
た
、
玄
宗
が
史
官
の
記
録
を
読
ん
で
怒
る
場
面
で
は
、
明
星
本
は
玄
宗

皇
帝
と
楊
貴
妃
が
並
ん
で
座
す
（
文
末
参
考
図
版
19
）
が
、
中
京
大
学
本
は
玄
宗
皇
帝
は
楊
貴
妃
と
並

ば
ず
一
人
で
座
す
（
文
末
参
考
図
版
20
）
な
ど
、
明
星
本
と
は
明
ら
か
に
図
様
が
異
な
り
、
明
星
本
と

中
京
大
学
本
に
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

神
宮
文
庫
本
は
、
寛
文
九
年
刊
行
の
絵
入
版
本
、
全
一
冊
で
あ
る
。
本
文
は
『
太
平
記
』
流
布
本
系
諸

本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
明
星
本
と
対
応
す
る
絵
は
、
青
砥
佐
衛
門
に
よ
る
評
定
、
滑
川
で
銭
を
探
す
、

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
宮
殿
の
三
場
面
で
、
明
星
本
で
は
巻
三
絵
一
、
巻
三
絵
三
、
巻
四
絵
五
に
あ
た
る
。 

青
砥
佐
衛
門
に
よ
る
評
定
の
場
面
で
は
、
明
星
本
は
青
砥
左
衛
門
が
上
座
に
座
す
（
文
末
参
考
図
版
21
）

の
に
対
し
て
、
神
宮
文
庫
本
は
、
青
砥
佐
衛
門
が
縁
に
座
し
、
上
座
に
「
御
ひ
は
ん
の
前
」
が
座
す
（
文

末
参
考
図
版
22
）
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
建
築
物
と
人
物
の
配
置
が
近
い
。
滑
川
で
銭
を
探
す
場
面
で

は
、
明
星
本
は
青
砥
左
衛
門
が
背
を
向
け
て
い
る
（
文
末
参
考
図
版
23
）
の
に
対
し
、
神
宮
文
庫
本
で
は
、

青
砥
佐
衛
門
が
川
の
対
岸
に
立
ち
、
こ
ち
ら
に
顔
を
向
け
て
い
る
、
川
が
蛇
行
せ
ず
に
画
面
左
か
ら
右
に

流
れ
て
い
る
、
人
物
の
向
き
な
ど
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
松
明
を
持
っ
て
走
る
男
、
両
手
を
川
に
突
っ
込

ん
で
い
る
男
な
ど
、
明
星
本
に
近
似
し
た
人
物
像
を
見
い
だ
せ
る
（
文
末
参
考
図
版
24
）
。
玄
宗
皇
帝
と

楊
貴
妃
の
宮
殿
の
場
面
に
お
い
て
も
、
神
宮
文
庫
本
は
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
向
き
が
明
星
本
と
は
異
な

る
が
、
二
人
が
並
ん
で
座
す
（
文
末
参
考
図
版
25
）
。 

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
並
ぶ
図
像
は
、
常
套
表
現
で
も
あ
り
、
他
の
二
場
面
に
関
し
て
も
、
今
後
他
の

異
本
の
調
査
を
進
め
た
う
え
で
慎
重
に
論
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、
稿
者
は
、
現
段
階
に
お
い
て
、
神
宮
文

庫
本
と
明
星
本
に
は
、
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。 
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図１ 明星本 巻四絵二 部分 

図５ 明星本 巻四絵五 部分 

図４ 明星本 巻四絵一 部分 

図７ 明星本 巻三絵六 部分 

図３ 明星本 巻三絵四 部分 

図６ 明星本 巻四絵一 部分 

図２ 明星本 巻三絵一 部分 
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図８ 明星本 巻三絵二 部分 

図９ 明星本 巻三絵一 部分 図 10 明星本 巻三絵三 部分 

図 11 明星本 巻四絵二 部分１ 
図 12 明星本 巻四絵二 部分２ 

図 13 明星本 巻四絵六 部分１ 

図 14 明星本 巻四絵六 部分２ 
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図 15 明星本 巻四絵五 全図

図 16 明星本 巻四絵五 部分 
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ね 

図 17 明星本 巻四絵三 全図 

図 19 明星本 巻四絵五 部分 

図 18 中京大学本 第一図

図 20 中京大学本 第二図 部分 

図 17・18 の矢印は稿者：軍勢の方向を示す 
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図 21 神宮文庫本 第四図 

図 23 神宮文庫本 第五図 

図 25 神宮文庫本 第六図 

図 22 明星本 巻三絵一 部分 

図 24 明星本 巻三絵三 部分 
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